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２
月
12
日
㈮
・
13
日
㈯
の
２
日
間
、
ア
ー
ニ

ス
１
階
で
『
住
ま
い
の
困
り
ご
と
相
談
会
』

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
先

行
き
が
不
透
明
な
中
、
よ
り
快
適
な
『
お
う
ち

時
間
』
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
電
気
や
ガ
ス
、
上
下
水
道
な
ど

の
市
内
事
業
者
団
体
が
共
同
で
企
画
し
た
同
相

談
会
。

　
感
染
症
対
策
の
た
め
、
予
約
制
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
訪
れ
た
市
民
は
、
住
ま
い
を

よ
り
安
全
・
安
心
に
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

胸
の
つ
か
え
を
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
㈫
、
幌
別
小
学
校
で
『
国
際
理
解
講
座
』

（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ブ
リ
ュ
ノ
・
モ
ン
シ
ャ
ー
ト
ル
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
出
身
国
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
や
観
光
名
所
、

学
校
制
度
、
ふ
る
さ
と
『
レ
ス
カ
ー
ル
』
な
ど
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ブ
リ
ュ
ノ
さ
ん
は
、
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
『
温
泉
』

な
ど
を
題
材
に
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
の
違
い
を

分
か
り
や
す
く
説
明
。

　
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
同
講
座
に

参
加
し
た
３
年
生
39
人
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
、
教
科
書
と
は
一
味
違
っ
た
、
ブ
リ
ュ
ノ
さ
ん
の
お

話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
㈬
、
登
別
温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温

泉
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
、
く
み
上
げ
た
源
泉

を
配
布
す
る
『
分
湯
式
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
登
別
を
代
表
す
る
冬
の
風
物
詩
『
登
別
温

泉
湯
ま
つ
り
』
は
今
年
度
、
惜
し
く
も
中
止

と
な
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
人
を
癒
や
し
て

き
た
湯
の
恵
み
に
感
謝
し
、
無
病
息
災
を
祈

っ
た
参
加
者
た
ち
。
温
泉
街
は
、
感
染
症
対

策
な
ど
、
今
で
き
る
こ
と
を
行
い
な
が
ら
、

登
別
観
光
を
楽
し
む
多
く
の
人
々
を
迎
え
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
活
に
寄
り
添
う

異
国
の
文
化
に
ワ
ク
ワ
クに

ぎ
わ
い
取
り
戻
す

▲�パーテーションでプライバシーにも配慮された会場

▲�日本での生活をふまえて、フランスについて語るブリュノさん
（左）

▲�宿泊施設をめぐり、おけにくんだ源泉を渡す湯鬼神

2
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　２月13日㈯、市民会館で北海道に根ざした事業
を展開するクリエイティブオフィスキューの代表
取締役でプロデューサーの伊

い

藤
とう

亜
あ

由
ゆ

美
み

さんが「ス
トーリーあるプロデュース」をテーマに講演しま
した。
　北海道の魅力をより多くの人に知ってもらおう
と、テレビや映画などを企画してきた伊藤さん。

地域で活動す
る人々との出
会いが、地域
の魅力を伝え
るさまざまな
企画を生むき
っかけになっ
たという伊藤
さんの話に、
来場した市民
約160人は、人
と人とのつな
がりの大切さ
を再認識して
いました。

　登別市市制施行50周年記念事業　
令和２年度登別ときめき大学基礎コース講座
最終講座兼体験入学講演会

出会いが生み出す
　新たなまちづくり

※�

新
登
別
市
史
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
秘
書
広
報
グ
ル
ー
プ
（
☎
㊿
６
０

３
９
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲�人との出会いやまちづくりについて語
る伊藤さん
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